
第２部　　鉢花類の部　　《 審査日：平成22年11月12日 》

(1) 審査所見

(2) 入賞者名簿

品 名 氏 名 市 町 村 名

　シクラメン 伊 藤 洋 一 伊 那 市

　シクラメン 宮 坂 金 光 原 村

　ミニシクラメン 宮 崎 健 治 飯 島 町

　プリムラジュリアン 酒 井 大 伊 那 市

　シクラメン 田 澤 充 朗 木 曽 町

　ミニシクラメン 湯 口 芳 典 松 川 村

　シクラメン 小 松 良 比 古 原 村

　ミニシクラメン 本 多 正 原 村

　ハボタン 荒 井 芳 夫 富 士 見 町

　シクラメン 篠 原 錦 一 原 村

　ミニシクラメン 中 村 美 樹 雄 原 村

　シクラメン 丸 山 貴 弘 東 御 市

　ミニシクラメン 名 取 泰 敏 富 士 見 町

　ビオラ 唐 木 隆 裕 伊 那 市

　シクラメン 米 持 武 伊 那 市

　シクラメンについては、出品点数が5号以上49点、5号未満31点で、ガーデンシクラメンが昨年より多

く出品されました。

　相対的にレベルが高く、花立ちや草姿のバランスも良好で、株もしまってよくできておりました。

　例年、問題となる病害虫や花弁の傷みもほとんどありませんでしたが、一部に揃いの点でやや難があ

るものが見受けられました。また、新品種やオリジナル品種も数多く出品されており、鉢やラベル、ポッ

トサイズなどにも創意工夫が見られました。さらに競合産地に負けない一層の取り組みに期待します。

　その他の品目は、21点と例年に比べて出品数はやや少なかったものの、葉ボタン・ビオラ・プリムラの

苗物と地域特性を生かしたエリカ・コニファーなど木本性のものやダリアなどが出品されており、ラベル

などにより消費者にアピールするアイデアの工夫が見られました。猛暑の影響で栽培には大変苦労が

多かった年でしたが、さらなる生産振興に向けた積極的な取り組みをお願いいたします。

　長野県鉢花園芸組合長賞

賞 の 名 称

　農林水産大臣賞

　生産局長賞

　長野県知事賞

　長野県園芸特産振興展推進協議会長賞

　長野県農業協同組合中央会長賞

　全国農業協同組合連合会長野県本部長賞


